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成成  道道  
 
Ⅰ.縁起の法（縁起消滅の法） 
この世におけるすべての物事は（  ）に変化してとどまることがなく、一つとしてそれ自体単独で
成り立つものはなく、他との（   ）において成り立っているということに目覚めたのである。 
これ有るとき かれ有り、（    ）生ずるより （   ）生ず。 
これ無きとき かれ無く、これ（   ）するより かれ（   ）する。     （『ウダーナ』より） 
 

①上の文章の空欄を適語でうめてください。（ｐ.70-71 参照） 
②あらゆるものが、関係性としてあるあり方を何といいますか。（       ）の法 
③あなたが死んでも大谷高校は、有ると考えますか？無いと考えますか。（       ） 
④赤ちゃんの誕生と母親誕生と同時です。母親が赤ちゃんを産むことと赤ちゃんが母親を産むのも
同時です。では、他の例をひとつ答えてください。 
（                
⑤関係性としてあるということは、全て相対的なもので、絶対的なものでは無いということです。 
「私は背が高い」のは、他の誰かと比べてのことで、また違う人と比べれば、「私は背が低い」とい
ことも起こります。では、他の例をひとつ答えてください。 
（ 
⑥「有るとか無い」とかの決め付けの立場を離れて、真理による立場をなんと言いますか。（    ） 
⑦親鸞聖人は、「正信偈」のなかで、④のことを記しておられます。その箇所を書き出してください。
（聖典 ｐ.14 ｌ.4） 
（                                            ） 

※「縁起」が良いとか悪いとかという言い方は、仏教本来の意味では無くなっています。 

Ⅱ. 成道 
人間にとっての苦しみの原因は、老病死という現実にあるのではなく、私たちの心が真実ではな
いもの（   ）に振り回され、執われてしまうところにあるということをさとったのである。これを（   ）と
いい、歩むべき道が成立したという意味から（    ）と呼ぶ。 
 
①上の文章の空欄を適語でうめてください。（ｐ.73 参照） 
②「あるタレントを格好良いと思う心の人とそう思わない心の人が
いる」のはなぜか。そのような意味の文章を「宗教ノート」の格言か
ら選び書き出してください。 
（ 
③「成道会」は、いつですか。（    月     日） 
        自己評価（今日の授業を受けて） 
該当に○をつける      A:積極的に参加した   B：普通    C:あまり関心がなかった。  
        感想欄（今日の授業を受けて） 
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